
大山道
Ohyamamichi 世田谷を

東西に走る古道、大山道。
ウォーキングをしながら
なぞなぞに答えよう！

なぞの答えの中に隠れている
キーワードをつなぎ合わせると

ミッションが浮き出てくるよ！

な
ぞ
な
ぞ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ



02 03Ohyamamichi

を持って、
まち歩きをしながら
なぞを解くと、
楽しさ倍増！

さあ、でかけよう！

な ぞ な ぞ
ウォーキング

大山道

ぞな 12

池尻大橋駅池尻大橋駅

旧大山道旧大山道

大山道大山道

慈眼寺ルート慈眼寺ルート

三軒茶屋駅三軒茶屋駅

駒沢大学駅駒沢大学駅桜新町駅桜新町駅

用賀駅用賀駅

二子玉川駅二子玉川駅

三軒茶屋駅
西太子堂駅

若林駅

松陰神社駅
世田谷駅上町駅

宮の坂駅

三軒茶屋駅
西太子堂駅

若林駅

松陰神社駅
世田谷駅上町駅

宮の坂駅

なぞ
4

なぞ
6

なぞ
8

なぞ
10

なぞ
5

なぞ
7

なぞ
9

なぞ
11

水道みち水道みち

なぞ１～３は、
場所が特定されない
なぞなぞです

02 03
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大山の山頂には、五穀豊穣、商売繁盛で信仰を集
める阿夫利神社があります。また雨降山大山寺も
不動信仰の中心地として有名でした。
江戸時代、神社の御師 ( おし ) たちは江戸の人々に
御札をくばり、神社への参拝をうながしました。
宿泊や参拝ルートの世話もして、現代のツアーコ
ンダクターのようです。一方の江戸の人々も、地
域ごとに大山講と呼ばれる講 ( 参詣をする信者の団体 )
をつくって順番に御参りし、信仰と娯楽も兼ねて
いました。
更に、「大山に雲がかかると雨が降る」というので
農民の信頼も厚く、干ばつのときには村の代表が
滝水を貰いに何度も登拝しました。

江戸時代の
大山道

〔主要８道〕
八王子通り大山道

府中通り大山道
青山通り大山道

柏尾通り大山道

羽根尾通り
大山道

六本松通り大山道

蓑毛通り大山道

大山

丹沢山

箱根山

東海道

柏尾

羽根尾

四ツ谷

小田原

田村通り
大山道

赤坂御門
府中

八王子

世田谷

松田

相
模
川

多摩川

東海道

そもそも、
大山に何をしに行ったの？

❶ トレッキング
❷ 大山の神社関係者が江戸の人を

誘った
❸ 江戸の人がハンティング ( 狩猟 ) に

出かけた

大山道は、江戸の人たちが相模国 ( さがみのくに・現、
神奈川県 ) 大山に向かって行く道です。
いろんな方向から大山に向かっており、全て大山
道です。
世田谷にある大山道は、大山から見ると「江戸道」
になります。

昔の道の名前は、
どうやってつけたのかな？

❶ 目的地を名付けた
❷ 出発地を名付けた
❸ お殿様の気まぐれで名付けた

04 05

答えは次ページ下 ☞

P24へGO!

大山の
「や」

P24へGO!

大山の
「を」

❶ 目的地を名付けた答えはなぞ 2 の

☜ 答えは前ページ下

❷ 大山の神社関係者が江戸の人を誘った答えはなぞ 1 の

江戸時代に発行された、
大山詣の観光ガイド
的な絵

大山に向かう
さまざまなルート



3

な
ぞ

4

な
ぞ

江戸時代中期から後期にかけて、江戸庶
民の間で大山講がつくられ、爆発的に大
山詣でが盛んになります。矢倉沢往還を
三軒茶屋で分かれて新町 ( 現桜新町 ) を通っ
て多摩川を渡る近道 ( 現国道 246 号線 ) が
できて、こちらが本道になりました。

大山道に「上町から用賀ルート」
「駒沢から桜新町ルート」
２つのルートがあるのはなぜ？

❶ 江戸時代の近道 
❷ お殿様 ( 将軍や大名 ) が通る道と、庶

民の通る道が分けられていた
❸ 明治時代、玉川電気鉄道をつくる

ために道路を作った

池尻、三宿、下馬のあたりに
集合住宅が多いのはなぜ？

❶ 軍事施設がたくさんあったから
❷ 農耕に適さない土地があったから 
❸ 繁華街の三軒茶屋が

人気だったから

06 07

今も使われている倉庫

元軍関係エリアの現在のマップ

P24へGO!

近道の
「み」

P24へGO!

あったからの
「あ」

❶ 軍事施設がたくさんあったから答えはなぞ 4 の ❶ 江戸時代の近道 答えはなぞ 3 の

答えは次ページ下 ☞

☜ 答えは前ページ下

太平洋戦争後、使われなくなった兵舎や練兵場は
朝鮮半島や満州などからの引き揚げ者、戦災で家
を失った人、復員した兵隊のための住宅が作られ、
集合住宅や公営住宅として提供されました。

日本橋から大山道を
通って川崎の名所まで行
く江戸時代の道案内



5

な
ぞ

6

な
ぞ

その昔、江戸市中・赤坂から池尻までの間には、
飲料に適した水場がなく、往来する人は皆、池尻
稲荷神社の井戸水を頼りにしたそうです。どんな
に渇水の時も、水が涸れることがないので、「涸れ
ずの井戸」と云われました。

池尻稲荷神社には、旅人の疲れ
をいやすスポットがあります。
それはなんでしょう？

❶ 疲れをいやす温泉
❷ おいしいお酒とつまみを出す居酒屋
❸ 渇いたのどをうるおす

冷たい水の井戸

右はしの電柱の下、「大山道」
と石に彫られた道しるべが描
かれています。世田谷通りと
国道 246 号線の分岐点、東急
田園都市線「三軒茶屋駅」の
世田谷通り口近くに現存して
います。

この古い絵は玉川電車が開通
した頃の三軒茶屋の様子を
描いたものです。このなかで
現存しているのはどれ？

❶ 料理屋の建物
❷ 大山道の道しるべ
❸ 黒塀と松

08 09

P24へGO!

大山道の
「お」

❷ 大山道の道しるべ答えはなぞ 6 の ❸ 渇いたのどをうるおす冷たい水の井戸答えはなぞ 5 の

☜ 答えは前ページ下

答えは次ページ下 ☞

P24へGO!

うるおすの
「る」

池尻稲荷神社と、
手
ちょうずばち

水鉢
明治時代に描かれた
三軒茶屋の風景の
中にも、この道しるべ
があります
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常盤塚は、室町時代の世田谷城主吉良頼康 ( きらよ
りやす ) の寵愛をうけた常盤姫が、他の側室の中傷
により城を追われて殺害された後、葬られたと伝
わる場所です。常盤という地名にのこり、江戸時
代の地誌『江戸名所図会』にも常盤橋の絵が載っ
ています。
常盤姫は実在の人物ではありませんが、物語の舞
台となった場所が名所となりました。

常
と き わ

盤塚
づか

ってなに？

毎年 12 月と 1 月の 15、16 日に行われるボロ市は、
天正 5 年に設置された楽市が起源です。中世小田
原城主・北条氏政が、吉良氏の領地であった世田
谷城下の振興策として設けました。吉良氏の支配
する世田谷は、小田原と江戸を結ぶ矢倉沢往還沿
いにあり、北条氏は重要な拠点と考えていたため、
新たに宿場をもうけ ( 世田谷新宿 )、そこで楽市を開

催することにしたのです。
江戸時代には歳の市となり、ま
た明治時代には暦の変更から 1
月にも開催されるようになりま
した。

大山道で毎年行われる
年末の市を何という？

10 11

「江戸名所図会」
常盤橋

P24へGO!

お墓の
「お」

P24へGO!

ボロ市の
「ち」

❷ ボロ市答えはなぞ 8 の ❸ 常盤姫のお墓答えはなぞ 7 の

❶ のみの市
❷ ボロ市
❸ 羽子板市

☜ 答えは前ページ下

❶ 古代の古墳
❷ しらさぎを祭ったお寺の跡
❸ 常盤姫のお墓

答えは次ページ下 ☞

常盤塚

ボロ市の起源・
楽市掟書

ボロ市の様子
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ここは江戸時代、新町村と用賀村の境目
でした。
村の外から悪い ( 病気や災いをもたらすもの、
害虫など ) のものが入ってこないように、
村の中を守って貰うと共に、村人が村か
ら外へ出た時に安全に戻れるようにとの
願いからこの場所に建っています。

桜新町 2-27 地蔵は、
なぜここに建っている？

❶ 村を守るため 
❷ お地蔵さんの前にろうそくを

立てて街路灯の変わりにするため
❸ お供え ( お水・お花・お菓子 ) を

もらうため

12 13

この水車は、品川用水に水を引き込み精米と製粉に使
用されていました。明治 19 年 (1886)1 月新設、水輪
直径1丈8尺 (約5メートル45センチ)、搗き臼大小21台、
挽き臼が 1 台ありました。営業を停止した年は不明で
すが、昭和 25 年 (1950) から 2 年かけて品川用水が

埋め立てられているので、その頃まで
に営業を終了したものと思われます。

桜新町 2-26 で現在マンショ
ンになっている場所には
その昔、水車がありました。
ここにあった水車は何の
ために作られたでしょう？

❶ 水車をまわして発電するため
❷ 水車のある風景を楽しむため
❸ 米の精米と小麦を

製粉するため

一回休み

❶ 村を守るため答えはなぞ10の ❸ 米の精米と小麦を製粉するため答えはなぞ 9 の

☜ 答えは前ページ下

答えは次ページ下 ☞

P24へGO!

小麦の
「こ」

現在復元された
水車

村の境界にある
お地蔵様は、
この祠

ほこら

の中に
います
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この坂は、勾配 ( 斜度 ) が急なため、登ると冬でも
懐にあんかを入れているように身体が熱くなるの
で「あんか」坂との名が付いたと言われています。
ちなみに「あんか」は炭を入れて手足や懐を暖め
る暖房具で、今のカイロのことです。

行火 ( あんか ) 坂の由来は？

❶ 夜暗いので明かりを灯したから
❷ 汗をかくほどの急坂。カイロいらず
❸ 赤土の坂という意味の

「赤坂」がなまった

昔の多摩川は大雨になると洪水になり、
流れが変わってしまう暴れ川でした。船
が寄りつく場所も洪水や大雨の跡の状況
で変わってしまいました。そこにたどり

着くための道も行善寺前の道、
ひとつ西側の慈眼寺前を通る
道、と変化したのです。

玉川台 2-3 にある延命地蔵
のところで大山道が分かれ
ているのはなぜ？

14 15

延命地蔵のところで道が分かれます
左の道を行くと行善寺の前に出て、
右の道を行くと慈眼寺の前に出ます

P24へGO!

急の
「う」

P24へGO!

多摩川の
「ま」

❷ 汗をかくほどの急坂。カイロいらず答えはなぞ12 の ❶ 多摩川の渡しの場所がかわるため答えはなぞ11 の

❶ 多摩川の渡しの場所がかわるため
❷ 季節によって通る道を分けたから
❸ 坂の上りと下りで通る道が決めら

れていたから

☜ 答えは前ページ下

答えは次ページ下 ☞

傾斜のキツイ
行火坂



大山道とは

16 17

　大山道は、庶民が大山詣に盛んに利用した道で、赤坂御門から、
青山、池尻、三軒茶屋、桜新町をとおり、二子玉川で多摩川を渡っ
て二子、溝の口、更に厚木、伊

い せ は ら

勢原を経て大山に至る道です。江戸
から大山へ向かう道を「大山道」と呼んでいますが、逆区間の大山
から江戸へ向かう時には「江戸道」、また、世田谷から江戸に向か
う道は「青山道」などと名付けられていました。
　さて、大山道は、伊勢原から先は秦

は だ の

野を通り矢倉沢の関所に向か
い箱根・足

あしがらとうげ

柄峠を越え古くは矢倉沢往
おうかん

還と呼ばれました。この往還
は、中世には江戸と小田原を結ぶ主要道路であり、世田谷は、交通
の要

よう
衝

しょう
として重視されました。その結果、小田原城主の北条氏

うじまさ

政は、
世田谷領主吉良氏の城下町の元宿 ( 現区役所あたり ) に対し、矢倉沢往
還の道筋に新たに宿をもうけ、地域振興策として楽市を開きます。
天正 6 年 (1578) に発行された掟

おきてがき

書によれば、当時市は 1 と 6 のつ
く日に開催される六

ろくさいいち

歳市であったことがわかります。ほかに掟には、
押し買い ( 無理に買うこと ) を禁じる、借金の担保に人質をとってはい
けない、などが書かれています。
　ところで、市が開かれることになった新宿とは現在のどのあたり
でしょうか。世田谷通りの松陰神社入り口から円光院と大吉寺が並
ぶあたりまでを下宿 ( 町 )、世田谷通り沿いから、南に進むと世田谷
中央病院があり、その辺りまでが横宿、右折して代官屋敷のまえ、
通称ボロ市通りを通って再び世田谷通りに出るあたりまでを上宿
( 町 ) と呼んでいました。下宿から横宿、上宿は道が鍵の手になって
おり、まっすぐは進めません。通行する人々にすこしでも宿場にと
どまってほしいので、素通りさせないように市場を鍵の手に整備し

たものと思われます。
　江戸時代に入ると、幕府によって五街道＊が整備され、矢倉沢往
還は、幹線道の脇

わき

往還として利用されるにとどまりました。しかし、
中期から大山参りが盛んになると三軒茶屋から新町をとおる近道も
できて往来も活発になったようです。
　江戸近郊の名所を楽しむ人々によって、紀行文や見

け ん ぶ ん き

聞記が紹介さ
れるとともに、ガイドマップともいえる道案内絵図なども記されま
した。大山道は、矢倉沢往還のなごり、三軒茶屋から上町をまわっ
て用賀に出るルートと、三軒茶屋から新町を通る近道ルートの 2 つ
が描かれています。
　多摩川の渡しを渡る直前には絶景で知られる行善寺があります。
ここは玉川八景の眺望地であるだけでなく、鮎漁をめあてにした将
軍御

お な り

成の際、御弁当所にもなりました。

＊五街道…東海道、中山道、甲州街道、日光街道、奥州道
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池尻大橋駅

代官屋敷

大山道

三軒茶屋駅

駒沢大学駅桜新町駅

三軒茶屋駅

西太子堂駅若林駅

目黒川
北沢川緑道

烏山川緑道

駒沢給水塔

松陰神社駅
世田谷駅上町駅

宮の坂駅

駒沢給水塔

写真で見る大山道

水道みち

大橋
池尻大橋の駅
名になってい
る「大橋」から
見る目黒川

陸軍用地「駒沢練兵場」跡
駒沢練兵場の北端であったようです
この近くには、陸軍時代の倉庫が今も
使われています

首都高速換気塔
首都高速道路の
車の排ガスを換
気する構造物

旧道の雰囲気
道幅が狭く、緩やか
にカーブしています

首都高速道路
昭和39年の東京
オリンピックの翌
年に完成した道路

大山道は尾根道
大山道から北に
向けて、小さな
水路があり緑道
に流れ込んでい
ます

まっすぐな水道みち
駒沢給水塔まで直
線の道がひかれ、道
路の下を上水が流
れています

キャロットタワー
三軒茶屋のランド
マーク

田中屋
三軒茶屋の名前の
由来は、３つの茶屋
があったから。その１
つは田中屋で今は
陶器屋さんです

常盤陸橋からの環七の眺め

庚申塔と富士登山拝碑

常盤塚

松蔭神社への参道

代官屋敷

旧道の雰囲気

1

2
3

4

5

6

8

9

10
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13

14

15

7

18 19



20 21

旧大山道

大山道

慈眼寺ルート

駒沢大学駅

桜新町駅

用賀駅

二子玉川駅

桜新町駅
桜新町はサザエさん商店街と
して有名です

大山道（玉電）を歩道橋から見る
「玉川通り」「環８通り」「246」の３
つが交差する複雑な場所。しか
し、大山道の道筋がよくわかりま
す。ここはかつて玉電が走って
いた道でもあります

用賀駅
コロセウムのような
デザインの駅前広場

瀬田夕日坂
人だけが往来している
時は急坂を使っていま
したが、荷車やその後
電車を通すには緩い坂
が必要になりました。
ここからは、急坂から
緩い坂を見下ろした先
に夕日が見えます

16
大山道追分（用賀3-14）
この場所には文政10年
（1827）に建てられた庚申
塔がありました（現在は郷土
資料館に移設）。石には「右江
戸道、左世田谷四ツ谷道」
と刻まれ、道標の役割も兼
ねていました

17

18

田中橋
首都高速道路の
下に川が流れて
います

行善寺
江戸時代、当寺からの眺望は絶景
で、将軍徳川家慶の多摩川御成鮎
漁の時の御膳所ともなりました

陸閘（りっこう）
陸閘とは、河川の堤防を通常時は
通行出来るよう途切れさせ、増水
時に塞ぐ施設です。

二子の渡し
川崎方面に川を渡る
と、旅館、料理屋、商
店など建ち並んでい
ました

19

延命地蔵（玉川台２-３）
用賀村女念仏講中に
よって、安永６年（1777）
に建てられた地蔵尊。こ
こから二子玉川に向かっ
て二股に分かれます
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大山道
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